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○ バイオ炭のよる農地への炭素貯留

○ J-クレジットの概要

○ クールベジタブル構想



炭による炭素貯留の可能性を確認した

2007年 IBI の設立
世界中で炭の農地施用が始まった

アマゾン川流域のテラプレタ（黒い土壌）

Cornell Universitiy : Dr. Lehmann が調査
数百年前の炭化物であることが確認された



気候変動に関する政府間パネル（IPCC）
「1.5℃特別報告書（SR15）」2018年10月6日IPCC総会で採択

4.3.7 Carbon Dioxide Removal (CDR) （二酸化炭素除去）

4.3.7.3 Soil Carbon Sequestration and Biochar （土壌炭素隔離とバイオ炭）

IPCC初めてBiocharをCDR技術として明記IPCC初めてBiocharをCDR技術として明記



カーボンマイナス

Biochar as a Negative Emission Technology (NET)
バイオ炭の農地利用は「カーボンマイナス」

炭素隔離

柴田（2017）ランドスケープ研究 81(3): 284-285



バイオ炭のＪ－ＣＲＥＤＩＴ化
https://japancredit.go.jp/about/methodo
logy/

AG-004：バイオ炭の農地施用

2020年9月 J-クレジット制度において「バイオ炭の農地施用」が方法論として追加

現在６３の方法論が承認、農業関連では４番目

https://japancredit.go.jp/about/methodology/


日本の農業における炭の利用

日本ではバイオ炭や灰を、田畑の土壌改良のために用いてきた歴史がある。
１６９７年に出版された農業に関する書物（農業全書）にも、そのことが記述さ
れている。
もみ殻の低温炭化物（もみ殻燻炭）は稲作農業
の中で、長い間、伝統的な実用技術や農業文化
として維持されてきた。



炭を農地に入れると

１）保水性と保肥力
・炭は比重が軽く一定の形状を維持できることから、土壌に混合することにより
土壌中に空隙を作ることができ、その空隙に水分を保持することができる
・水をためるということは、肥料成分も保持するので肥料の効率が良い

２）通気性
・上述の保水性と同じく炭の作る土壌中の空隙は空気の通り道にもなり、植物の
根腐れを防止する効果が高い

３）土壌微生物との相性
・炭の持つマクロ孔は、適度な保水性と通気性を有しているので、植物の細根が
侵入しやすく、植物の根に共生するVA菌や窒素固定菌のような植物の肥料成分
吸収を助ける独立栄養菌などが増殖する

４）保温効果
・炭の黒色は、太陽の熱を吸収し地温を高める効果がある
・農地やゴルフ場などの融雪剤としても利用されている



炭の施用事例

野菜圃場での施用 ハウスでのバック基材 果樹園での施用

道路の法面施工 街路樹植栽 ゴルフ場



籾殻炭化装置

籾殻処理量120kg/hr
くん炭歩留まり 30％

バイオ炭の販売

あいとうエコプラザ菜の花館

連続籾殻炭化装置（横型撹拌床）



バイオマスの熱分解
（籾殻の場合）

酸素33%

炭化（35％）

燃焼・灰化

籾殻

燃焼・熱利用

燃焼・熱利用

灰化（16％）

その他
金属類
1%

シリカ
15%

水素
6%

炭化・ガス化 約1/2約1/2

バイオ炭（Biochar）とは、生物資源を無酸素
または低酸素条件下で350℃以上の熱分解

反応で作られた、環境の改善に効果ある炭
化物

バイオ炭（Biochar）とは、生物資源を無酸素
または低酸素条件下で350℃以上の熱分解

反応で作られた、環境の改善に効果ある炭
化物

バイオ炭の固定炭素の
土壌での滞留時間（半減期）

100～1000年
と言われている

バイオ炭の固定炭素の
土壌での滞留時間（半減期）

100～1000年
と言われている

炭素 45%



バイオ炭を用いた土壌改良と温暖化防止

バイオ炭バイオ炭

土壌炭素隔離

重金属等の吸収抑制

保水性・保肥性等の改良

大気中のCO2削減
（気候変動緩和）

食の安
全・安心

農業生産性の向上
（持続的農業基盤）

未利用バイオマス
の活用

地域活性化
里山景観維持
地域活性化
里山景観維持 生産者

メリット
生産者
メリット

消費者
メリット
消費者
メリット

地球環境
国際貢献
地球環境
国際貢献

出典：農研機構普及成果情報2015年より改編

クレジット



農業者農業者

農地保有者農地保有者

・もみ殻、豆殻など
・木材（剪定枝・端材）
・竹

J-クレジット事務局J-クレジット事務局

賛同企業賛同企業

農業者農業者

農業者農業者

〇〇〇協会
100t CO2

バイオ
炭規格
バイオ
炭規格

バイオ炭
生産者
バイオ炭
生産者

バイオ炭
生産者
バイオ炭
生産者

バイオ炭
生産者
バイオ炭
生産者

JBA農地管理
炭素貯留データベース

JBAバイオ炭
生産者データベス

日本バイオ炭普及会
品質管理

貯留量確認

登録申請

クレジット発行

クレジット
売買

相対取引・入札販売

農業法人

環境貢献企業としてPR効果
自社のCO2排出量をオフセット

広報活動

バイオ炭 J-クレジットの仕組み

バイオ炭の販売
品質承認付き

現在のクレジット価格：1500～2000円/CO2t



地域営農の中核的ブランドづくり

環境保全型農業

持続可能な儲かる農業

消費者

J-クレジットJ-クレジット

協賛 企業
CSR
企業
CSR

クールベジタブル構想クールベジタブル構想

優先購入



14

クルベジ・シールを用いたエコブランド化

導入済み

 炭を用いて生産した野菜にクルベジシールを貼り付ける。

 炭素隔離の認証

 企業のCSR認証の機能（広告機能を併せ持つ）

 消費者にとっての新たなエコブランド

シール1枚20円で企業に販売
10円を農家に、10円を事務局に

企業はＣＳＲとしてだけではなく、
地域での宣伝としても利用可能



亀岡市内
スーパーまつもと

クルベジ販売コーナー





亀岡市保津町の市民農園での企業広告



CO2 を削減した畑で

栽培された野菜が、
クルベジです！

食卓から地球を冷やそう食卓から地球を冷やそう

食べるだけ
でエコ

未来の子供たちの
ために



① 炭による土壌改良 → 農業の生産性向上

バイオ炭を農地に施用することによる農作物の増収

② J-クレジットの登録 → 気候変動の緩和

J-クレジット制度による温室効果ガスの削減

③ クールベジタブル構想 → 地域農業の振興

環境保全野菜としてブランド化し、都市から農村へのお金の流れを作る

滋賀県カーボンマイナスプロジェクト（仮称）

滋賀県内バイオ炭施用農業者の取りまとめを計画中

CO2換算で１年間に１００トン以上の炭素貯留プロジェクト作り

日本バイオ炭普及会
滋賀クルベジ協議会



ご清聴ありがとうございました。


